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サイエンスキャンプ'99(地質調査所)を振り返って

徳橋秀一)

て.はじめに

1999年8月3日(火)～8月5日(木)にかけて,全国

の高校生を対象にした地質調査所のサイエンスキャ

ンプ'99が地質調査所及び房総半島において行わ

れました.今回のサイエンスキャンプのテキスト表紙

のキャッチフレｰズは,｢夏だ!房総だ!おいしいご

地層が待ってるよ!サイエンスキャンプで太古の海

に潜るう!｣でした(第1図).ここでは現地案内の企

画と指揮をとったものとして,今回のサイエンスキャ

ンプ'99の概要を報告することにします.

甘イエン異キ中ンプ■'⑨⑨(地質調査所)

く8月3目火～8月5目木〉

第1図サイエンスキャンプ'99のテキスト表紙.見学地点

と宿泊地点,コｰス予定が記入されている.

1)地質調査所資源エネルギｰ地質部

2.サイエンスキャンプとは?

サイエンスキャンプの趣旨や性格については,前

回(サイエンスキャンプ'98)の報告(徳橋,1999)の

申でもふれていますが,念のため,ここでも説明を

しておきましょう.

ここでいうサイエンスキャンプとは,科学技術庁

科学技術振興局の予算的援助のもと,科学技術振

興事業団と(財)日本科学技術振興財団が実施母体

及び事務局となって,1995年より開始されたもの

で,夏休みを利用して全国の高校生,高等専門学

校生を対象に,趣旨に賛同して協力を申し出た全

国の国立及び特殊法人等の研究機関で実際の研

究現場や研究内容を体験させようという催しのこ

とです.その趣旨を主催者のことばにしたがっても

う少し説明すると次のようになります.｢科学技術

の振興を図っていくためには,創造性豊かな科学

的素養を持った青少年を育てていくことが必要で

あり,そのためには,一人一人の関心に応じた質

の高い,多様な科学技術を体験する機会を提供

し,心に芽吹いた感動や興味等の感性を,創造的

探求心に育てていくことが重要である.『サイエンス

キャンプ』は,若者が,研究者,技術者等から直接

講義を受けたり,研究現場等を実体験することに

より,科学技術に関する興味,関心を高め,創造

的探求心を育ててゆくため,高校生,高等専門学

校生を対象に,夏休みの一定期間,最先端の科学

技術に直接触れるための場を提供するものであ

る.｣(｢サイエンスキャンプ'98報告書｣より)｣.

サイエンスキャンプのその年の募集要項(概要)

は,ポスタｰ及び申し込み用紙といっしょに全国の

高等学校及び高等専門学校に送られ,希望者は申

し込み用紙に所定の事項(希望する研究所や連絡

先等)を書き込むとともに,その裏面に参加したい
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動機を記入して,サイエンスキャンプの事務局に送

ることになります.参加者の決定は,これらの申し

込み用紙(参加希望の動機など)や申込人数をもと

に,受け入れ研究所の担当職員等から成る運営会

議において決定されます.参加費(サイエンスキャ

ンプ'99の場合,3,000円)と自宅～会場間の交通

費は,参加者の負担となります.

3.地質調査所とサイエンスキャンプ

地質調査所は,97年(第3回目)からこのサイエ

ンスキャンプに参加しており,その年は8名の高校

生の参加を得て8月5日(火)～7日(木)にかけて行

われました.つくばの地質調査所での半日(午後)

の研修の後つくばで一泊し,翌日北方へ進路をとり

筑波山周辺の花開岩類や日立地方の古生層(化石

など)や変成岩を見学,日立で一泊した後,常磐い

わき市周辺の第三紀堆積物(堆積構造や化石な

ど)を見学して,つくばに再びもどって解散しだとい

うことです.前回の98年のサイエンスキャンプ(サ

イエンスキャンプ'98)は,つくばの地質調査所での

集合と半日(午前)の研修の後,今度は南に進路を

とり,房総半島で2泊することになりました.高校生

の参加者は15名でした.他の研究所ではみられな

い地質調査所のサイエンスキャンプの特徴は,最先

端の科学技術に直接触れるという趣旨からは少し

離れて,研究所から遠く離れた現場に行き,実際

の露頭(地層や岩石がみえるところ)で直接地層や

岩石にさわったりたたいたりしながら,観察し学ぶ

ところにあります.また,夕食は自炊をしたり,集合

ベッドの部屋で寝泊まりしたりで,最もサイエンスキ

ャンプらしいといえるかもしれません.今回行われ

たサイエンスキャンプ'99は,前回と同じく第一日目

の午前中は地質調査所での学習活動に参加し,昼

食後マイクロバスにて房総半島に向かいました.

第1表サイエンスキャンプ'99(地質調査所)参加者リスト.

[主催者側コ

地質調査所

次長加藤碩一

産学官連携推進センタｰ長湯浅真人

統括研究調査官有田正史

地質標本館長豊逢秋#

地質標本館地質標準研究室長柳沢幸夫*

地質部層序構造研究室主任研究官中江副*

資源エネルギｰ地質部燃料鉱床研究室長

徳橋秀一

地質部層序構造研究室研究員兼子尚知

総務部業務課広報係長河村幸男

統括研究調査官付調査専門職吉田朋弘

総務部業務課業務第二係員荒木飛鳥

(財)日本科学技術振興財団

情報システム開発部濱野一臣

[高校生コ

福島県県立自河実業高等学校3年小川俊之(17才)

千葉県私立昭和学院秀英高等学校3年曽田裕子(18才)

東京都都立町田高等学校2年

兵庫県県立八鹿高等学校2年

神奈川県私立青山学院高等部2年

大阪府府立犬手前高等学校2年

福岡県県立城南高等学校2年

千葉県県立磯辺高等学校1年

東京都私立早稲田高等学校1年

東京都私立早稲田高等学校1年

米澤佑樹(16才)

中野堅太(16才)

西澤まり(16才)

若林もゆる(16才)

村上弘明(17才)

犬塚慎太郎(16才)

萩原知之(15才)

竹本幸弘(15才)

4.事前調査

前回のサイエンスキャンプ'98の概要を報告した

なかで(徳橋,1999),現地での実際の地層の観察

などを主体とした地質調査所のようなサイエンスキ

ャンプの場合は,最終的な計画を立てる直前に現

場の露頭の状況やそこにいたる道路状況を確認し

*8月3日午前の行事に参加(標本館案内,電子顕微鏡に

よる微化石の観察指導等).

ておくこと,いわゆる下見の重要性を指摘しておき

ました.それは,見学対象としてふさわしい露頭を

捜す一方,見学を予定していた露頭が工事で削ら

れてなくなっていたり,あるいはコンクリｰトで覆わ

れて見学できなくなっていたとか,予定していた道

路が道路工事や災害などで通れなくなっている可

能性があるからです.特に地質の見学の場合は,

けっこう奥地の林道などに立ち入る場合も多く,予

定していた林道などが通行不可能だったりすると,

別のルｰトからのアプロｰチを試みなければならな

かったり,かなり遠回りをしなくてはいけなくなった

りして,スケジュｰルに大きな変更が生じてしまう可

能性が大きいからです.また,マイクロバスで行く

場合,十分安全に通行できるか,どこに車を駐車し

ておくか,また移動にどの程度時間がかかるかとい
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ったことも事前調査の対象となります.そのほか,

観察地点での露頭表面の整備などの準備作業も行

ったりします.

前回の場合,別の調査出張の合間をみでこのよ

うな事前調査も行いましたが,いろいろと無理があ

りました.今年は,咋年の反省としてこのような事

前調査の必要性を主張していたこともあってか,サ

イエンスキャンプ全体の事務局である(財)日本科

学技術振興財団のほうから,事前調査にかかる出一

張費を出していただけることになりました.

事前調査は7月初めに,地質(地層や化石)の方

の案内者サイドとして私と地質部の兼子氏が,事務

方サイドとして統括研究調査官付調査専門職の吉

田さんが参加し,2泊3日で行いました.今回は,こ

のあとさらに8月25日～27日にかけて,高校の先生

を対象とした第1回のティｰチャｰズ･サイエンスキ

ャンプ'99も房総半島で予定されていましたので,

その下見もかねることにしました.

前回のサイエンスキャンプ'98では,主に貝化石

などの化石の方の説明を手伝ってもらうために,科

学技術特別研究員として当所に在籍した奈良正和

氏に参加していただきましたが,1999年7月1日付

けで愛媛大学に就職されましたので,今年は,房

総半島北部に分布する下総層群中の化石などに関

心の深い地質部の兼子氏に協力をお願いしまし

た.兼子氏は,最近この下総層群からナウマン象

の化石なども発見されていますので,サイエンスキ

ャンプ'99のときは,夜の勉強会の折に実際の化石

を紹介してもらうともに,関東平野と家との関わり

についても語をしでもらうことにしました.

この事前調査を行って見学地点を最終的に決め

るとともに,宿や昼食を食べる場所など細かな予

定も確定し,また必要な手続きを嘉地で行ってきま

した.

5｡サイエンスキャンプ'99の参加者とその動機

今年のサイエンスキャンプヘの参加者を第1表に

示します.今年の高校生の参加者は10名で,いず

れも第一志望で地質調査所を希望した人たちで

す.前もって出されている参加申し込みの動機な

どを読んでいると,大学で微生物学をやりたいが,

太古の情報がいっぱいつまっている地層も好きで

写真1地質標本館で説明を聞く第1班参加者.左から2

番目の人が,説明役の豊館長.その右隣は,引率

役の当所新人職員の荒木さんで高校生ではあり

ません.

今の内に地層の勉強をしておきたいとか,将来は

古生物学者になりたいが,その場合の基本は化石

を産出する堆積物であり,それを調べるために地

質調査の方法を習得しておきたいといった明確な

目的をもって参加している生徒もいました(いずれ

も2年生).また,中学時代から地学クラブに入っ

ていて,鉱物や化石の産地を訪ねたり本を読んだ

りしていて,もっと実際の研究の雰囲気を知りたい

という生徒もいれば(1年生2人),千葉県の下総層

群の貝化石産地で貝化石などの収集をしている地

元の千葉県の生徒もいます(1年生).また,将来

の進路を考える際の参考にしたいという切実な気

持ちで参加した高校三年生もいました.あるいは,

自然に恵まれた田舎の環境のなかで,ときどき貝化

石を採取したりもしているが,阪神大地震のときボ

ランティアで神戸に行き,自然特に地質の恐さを目

の当たりにして,地質学への興味が強くならたとい

う生徒(2年生),学校では地学が開講されていな

いのでこの機会に地質の現場や地質調査を経験し

てみたいという生徒(2年生),この他,単なる本や

テレビからの知識ではなく,現場での経験を広げて

理解を深め今後の参考にしたいとか(2年生),現

場の経験とともに人間関係を広げたいという生徒

(3年生)もいるなど,その参加の動機はいろいろの

ようですが,それなりにみんな真面目な動機をもっ

ていることがわかります.
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写真2電子顕微鏡による微化石の説明を聞く第2班.

説明役は,右端の柳沢さんとその隣の中江さ

ん.左端は,引率役の新人の森田研究員.

写真3見送りのあいさつをする小玉所長.今回は参加

できないので少し寂しそうです.

6.サイエンスキャンプ'99の始まり

高校生たちは受付を行ったのち,テキストなどを

受け取り開始を待ちました.開始時間の午前10時

に,本サイエンスキャンプ'99の地質調査所の代表

世語人である湯浅産学官連携推進センタｰ長から

サイエンスキャンプ'99の開始宣言があり,次にこ

のサイエンスキャンプ'99にも参加する加藤次長か

ら簡単な挨拶がありました.そのあと,地質調査所

でのメニュｰである地質標本館の見学と電子顕微

鏡等による微化石の観察を行うために,高校生は

2班に別れて行動することになりました.地質標本

館の案内と説明は,昨年に引き続いて,豊(ぶん

の)館長が行いました(写真1).一方,微化石の観

察の指導は,これも前回と同じく,地質標本館の柳

沢地質標準研究室長と地質部層序構造研究室の

中江主任研究官が行いました(写真2).それぞれ

限られた時間でしたが,要点をついた説明を聞い

たり実物の見学や観察によって,みなさん新しい世

界を経験し感動したようでした.

午前の地質調査所での予定を終差,食堂で昼食

をとったのち,午後1時前に関係者は正面玄関に

集まり,小玉所長から出発前の挨拶をうけました

(写真3).小玉所長は前回はこのサイエンスキャン

プに参加されたのですが,今回は留守番というこ

とで少し寂しそうでした.その後,地質標本館の前

で,宮崎企画室長や鈴木総務部長も含めた関係者

で記念写真をとった後(写真4),1時過ぎにマイク

ロバスで地質調査所を出発し現地へと向かうこと

になりました.地調から参加する事務方2人(総務

写真4
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部業務課広報係長の河村さんと前統括研究調査官

付調査専門職で業務課併任の吉田さん)は,夜の

勉強会や野外実習用の道具類の運搬のために,別

のワゴン車での出発です.

第2表現地(房総半島)参加者の役割分担.

7.現地見学地点への出発

房総半島へ2泊3日のサイエンスキャンプに参加

する人の主な役割分担は,第2表の通りです.全

体の調整を湯浅産学官連携推進センタｰ長が行

い,野外での見学地点の案内を長年房総の研究に

タッチしてきた私と化石に詳しい地質部の兼子氏

がやりました.現地では,場所によって班に別れて

行動しますが,その班長には経験豊かな加藤茨長

と有田統括研究調査官があたりました.今年行政

職として就職された女性の荒木さんもいろいろな

事務処理のために参加しましたが,この参加は新

人である彼女が地質調査所の研究活動の一端を理

解するためにも価値のあるものでありました.そし

て,班員として参加者と行動をともにした彼女は,

女子生徒の相談相手としても活躍しました.

サイエンスキャンプ'99では,昼の露頭を前にし

た地層の観察などの他に,夜の勉強会というのも

用意されており,たとえば,加藤次長による活断層

の語や航空写真を用いた活断層地形の立体視観

察の実地指導,有田氏による顕微鏡による世界各

地の海岸の砂粒の観察,兼子氏によるナウマン象

の話とみつけた象化石を直接手にしての観察など

です.この他,昼の見学地点の予習や復習など,

昼も夜もみっちり詰まった充実した(?)サイエンス

キャンプ'99なのです.もちろん楽しい催し(息抜

き)も用意しました.

ここでは,時間を追って,今回のサイエンスキャ

ンプ'99現地編を振り返ってみたいと思います.

全体の調整

湯浅真人(ゆあさまこと)

野外での案内

徳橋秀一(とくはししゅういち)

兼子尚知(かねこなおとも)

地質調査所

地質調査所

地質調査所

班構成

第1班

班長加藤碩一(かとうひろかず)地質調査所

班員荒木飛鳥(あらきあすか)地質調査所

班員小川俊之(おがわとしゅき)白河実業高等学校3年

班員米澤佑樹(よねざオ)ゆうき)町田高等学校2年

班員西澤まり(にしぎわまり)青山学院高等部2年

班員村上弘明(むらかみひろあき)城南高等学校2年

班員萩原知之(はぎわらともゆき)早稲田高等学校1年

第2班

班長有田正史(ありたまさふみ)地質調査所

班員曽田裕子(そだゆうこ)昭和学院秀英高等学校3年

班員中野堅太{なかのけんた)八鹿高等学校2年

班員若林もゆる(わかばやしもゆる)大手前高等学校2年

班員大塚慎太郎(おおっかしんたろう)磯辺高等学校1年

班員竹本幸弘(たけもとゆきひろ)早稲田高等学校1年

庶務班

河村幸男(かオ)むらゆきお)

吉田朋弘(よしだともひろ)

濱野一臣(はまのかずおみ)

地質調査所

地質調査所

(財)日本科学技術振興財団

8.地点A(第一日目の午前):､3万年前の潮干

狩りに参加しよう!

この露頭は,地質調査所からは車で約30分の霞

ヶ浦に面した道路のすぐ裏(南側)にある新しい道

路の建設工事によって作られた崖です.前回もこ

の露頭を見学したのですが,そのときの語では,翌

年の2月か3月頃には道路の拡張工事でなくなって

2000年1月号

夜の勉強会講師

○活断層の話及び航空写真による活断層の観察

加藤磧一(前囲)

○顕微鏡による世界の砂粒の観察

有田正史(前出)

○関東のナウマン象の語と同化石の観察

兼子尚知(前出)

しまうということでしたが,運艮く残っており,今回

も見学することができました.この露頭(崖)には,

約13万年前の海面が世界的に高くなった時期(最

終間氷期,日本では下末吉海進期もしくは下末吉

期とよばれる)に,現在の関東平野一帯に浅い海

(古東京湾とよばれる)が広がった時期に形成され

た下総層群の木下(きおろし)層という地層がみら

れます.特にこの露頭の下半分には,全体が白っ

ぽくみえるくらい当時の貝化石がみっしりと密集し

て産出しています.したがって貝化石の産状を調�
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写真513万年前の潮干狩りをしましょう(見学地点A).

生きてる状態の貝化石を捜しましょう!

写真6あ,この化石は生きてるぞ!

べたり,貝化石を採取するには大変好都合で貴重

な露頭なのです(写真5).

ここでは化石を担当している兼子氏の方から,こ

の崖で見られる貝化石の特徴が説明されるととも

に,生きたままの状態で死んだ(化石となった)2枚

の殻が分離していない員化石を捜してサンプリン

グしましょうという説明がありました.そこで参加者

一同,生きた(?)貝化石を求めて,草刈り鎌をも

って崖の左右上下を丹念に探し,見つけた貝化石

はビニｰル袋に入れました(写真6).かれこれ30

分余り潮干狩りをしているうちに,みなかなりの収

穫をえましたので,それらの収穫をもって車にもど

りました(写真7).

9.第一目目の宿(1)1自炊にチャレンジ!

午後2時半頃地点Aを出発した後,バスは一路

第一日目の宿である千葉県市原市鶴舞の｢千葉県

立青年の家｣に向かうことにしました.途中バスの

中では,寝不足のためか寝ているひとも多かった

ようですが,バスの中のテレビを使って,用意して

きたビデオを鑑賞したりしました.特に,料理の名

人として知られる加藤次長が前に出演した｢男の食

彩｣というNHKの番組のビデオは,みなさん熱心

にみていました.実はその日の夕食は自炊しない

と食べれないという段取りになっていますので,い

やでも興味をもたざるをえなかったのです.そうこ

うしているうちに午後5時頃に青年の家に到着しま

した.ここは前回も宿泊したところですので,早速

担当の方に挨拶をした後,荷物等を入り口近くの

写真7今日の潮干狩りの成果の一端です.大きいのが

たくさんとれたな一!

会議室に入れ,そこで入所式を行っていただきまし

た.入所式では,青年の家の全体の構成や利用の

仕方,寝るときのシｰツの使い方など,ルｰルｰ般

の説明がありました.

そしていよいよ自炊の準備にとりかかります.グ

ラウンド機の炊事場に行き,そこで,積んであるテ

ｰブルを運んで並べるとともに,倉庫の中に入って

いる鍋やまな板や食器類,飯ごうなど調理に必要

な道具を水場やテｰブルに運び,洗うことから始ま

りました.また,一方では薪割りと火付けの準備毛

始められました.こうした準備を始めてまもなく,食

材買い出しの別働隊も到着し,いよいよ夕食の準

備が本格化し始めました.料理長の加藤次長は,

前回はトルコ風肉ダンゴづくりを指導されましたが,

今回はもっぱらタイ料理の指導にあたられ,その他

地質ニュｰス545号�
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写真8分担しながら料理の準備をしましょう.おしゃべ

りしているのは誰ですか.

の一般(?)の料理はほかの人に任されたので,野

菜の切り方,飯こうで炊く際の水加減,また薪の火

付け方など,いろいろ試行錯誤しながら進められ

ました(写真8).火付けの技術は,湯浅氏が得意

で生徒たちを指導しました.また,卵のスクラジブ

ル料理なども大きな鉄板の上で大胆におこなわれ

るなど,やっている本人(女子生徒)もおっかなび

っくりといったところです.一方,男子組は,料理

の手伝いをする一方で,兼子氏の指導で傍らで午

後のA地点で実習用に採取してきた貝化石を洗っ

て,貝と泥砂を分離する作業にも従事しました.

そうこうして周りが真っ暗になってきたころに料

理もほぼ出来上がり,まずは乾杯を行ってみんな

で食べることにしました(写真9).もちろん高校生

はウｰロン茶やソフトドリンクでの乾杯です.マイク

ロバスの運転手さんも来られて,おっかなびっくり

写真9さ一,たべましょう.いただきま一す.まわりはす

っかり暗くなっています.

で我々の作った料理を食べられました.おしゃべ

りをしながら食べているうちに満腹となったところ

で食事を終え,大体の片づけをした後,7時半頃本

館の宿泊棟にもどり,それからお風呂に入りました.

10｡第一日目の宿(2)1夜の勉強会

お風呂から上がったら,テレビをみて寝るのが普

通ですが,ここでは夜の勉強会が待っていました.

午後9時に先ほどの会議室に集まり,テキストをみ

ながら,まずはその日の復習と明くる日の予定が紹

介されました(写真10).特に明くる日の午後は,清

和県民の森の林道沿いで班に別れてルｰトマップ

作りが行われることから,その際に重要な役割を果

たすクリノメｰタｰの使い方についての予備的な説

明のあと,碁盤の面などを使って,実際に走向や傾

写真10夜の勉強会の始まり.まずは,テキストを使って､'

きょうの復習と明日の見学地点の予習から.一

写真11碁盤の面を使ってのクリノメｰタｰの原理と使い

方の講習.中央は教えている有田さん.

2000年1月号�
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写真12自分が取った貝化石の名前はなんとい

うのか,標本と比べてゑましょう!

斜を測る練習が行われました(写真11).その後,

各自が取ってきたA地点の貝化石をバケツの中の

水を使って砂や土を洗い流して化石をきれいにし

た上で,既に一通りきれいに並べて化石名もつい

ている見本セットの貝と比べてどの貝化石にあた

るか,名前を決める作業を行いました(写真12).

そして名前が決まったら,ラベルにその名前を書い

て,ラベルと貝化石をセットにしてビニｰル袋につ

め,それらを綿を敷き詰めたプラスチックの箱(弁

当箱)に入れて,各自おみやげとして持って帰って

もらうことにしました.そのほか,貝化石が入ってい

た泥砂をペットボトルに詰め,水を加えてふたをし,

十分撹絆した後放置しておくとどうなるかを観察を

しました.そうすると,淘汰のよい細粒の砂と比較

的淘汰のよいシルト粒子に大きく別れることがわか

りました.そうこうしているうちに,夜も11時近くに

なってきましたので,この日の予定を終了し,各自

部屋にもどって就寝ということにしました.主催者

側はこのあと集まってしばらくの間,反省会という

ことで歓談をしたのち就寝しました.

".第二目目の朝1清掃作業と朝食

この日の朝は,生徒たちは,各自の部屋やお風

呂場の掃除を行い,大人達はグラウンド横の炊事

場に行って,昨日の自炊場の後片づけを行いまし

た.残飯類は昨夜のうちにビニｰル袋にまとめてお

いたのですが,最初に湯浅センタｰ長が来たときに

はカラスが周り一面に食い散らしていたということ

で,まずはその始末が大変だったようです.一応内

外の掃除を終えた後,8時から朝食を食べ出発の

準備をして,午前9時に青年の家を出発しました.

12.地点B(第二目目午前)1養老川の蛇行した

旧河川跡を見学しよう!

第二日目の最初の見学地点は,現在の養老』l1に

行く途中にあり,ここでは現在は耕地整理された田

圃になっている旧養老川の蛇行した河川跡を見学

しました.房総の河川は下流部では沖積平野の上

を蛇行して流れていますが,上流部の丘陵地域や

山岳地域でも基盤の地層を深く削りこんだ蛇行河

川が発達しています.蛇行河川が流れる地域が地

殻変動をうけて隆起すると,河川の標高が高くな

り,流路を流れる水の位置エネルギｰが増大しま

す.水の位置エネルギｰが増大すると,河川を流

れる水の浸食作用は,隆起前のように主に側方に

働くのではなく,下方へ働くようになります.その結

果,蛇行河川はその形態を保ったまま大地を下へ

下へと削り込んでいくのです.この様な蛇行を穿

写真13

旧養老川の蛇行河川跡の観察(見学地

点B).旧養老川の河床が現在は田圃に

なっています.

地質ニュｰス545号�
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入蛇行と呼ぶということです.

蛇行河川が発達すると,河川と河川がショｰトし

て蛇行部分が取り残されるという河川の切断ある

いは短絡が頻繁に起きます.特に房総の丘陵部の

ように隆起の激しいところでは,河川の切断ととも

に下刻作用も進んで,取り残された蛇行部分が隆

起して現在の河川の河床面よりもかなり高くなった

面を形成しているところも少なくありません.この

ような旧蛇行河川跡の面は開墾されて田圃になっ

ていることが多いようです.

一方新田を作るためなどの目的で人工的に流路

の切断を行うことを房総では“川廻し"といいます

が,この川廻しによるショｰトカットも昔から頻繁に

行われているようです.これは房総の場合,蛇行

が十分に発達している場合が多いことと,河川が

下刻している地層が比較的柔らかくて人口的に削

りやすいということの両方がその理由になっている

ものと思います.

ここでは,道路沿いから,この取り残された蛇行

河川の旧河床を眺めたのち,次の目的地に向かう

ことにしました(写真13).

て3､地点C(第二目目午前)1て00万年前のタｰ

ビダイト砂岩にふれてみよう1

バスは,現在の養老川沿いの道に入った後左折

して南下し,途中蛇行する養老川を何回か横断し

ながら,養老渓谷のなかにある養老温泉郷に到着

し,ここでみなバスからおりました.

ここでは,やはり蛇行する養老川沿いにある遊

歩道を歩きながら,その遺沿いに露出する地層を

見学します.この遊歩道沿いでは,透水性に富む

❶

千

鶴
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☀

弘文洞跡･.ミ(二｡､｡

修一
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凡例

砂がち砂泥互層

泥がち砂泥互層

スランプ堆積物

凝灰岩(火山灰)鍵層

.､一･07

5'レ

6(･一ノ

7砂

8ロｰlll

走向･傾斜

遊歩道

人工場

家,小屋

第2図

養老温泉郷周辺の養老川沿いのルｰトマップ

(徳橋原図).このあたりには,上総層群の大

田代層と権ヶ瀬層が分布しています.これら

の地層の伸びの方向(走向)はほぼ東北東一西

南西で,地層は北に10度余り傾斜しています.

したがって,北に向かって歩くとより上位の地

層が,南に向かって歩くとより下位の地層がみ

られます.向山トンネルを出た橋のところから

観音橋の南側まで,養老∫llに沿って途中3回

飛び石づたいに川を横断する遊歩道が設けら

れており,地層を見学するのに大変便利です.

2000年1月号�
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写真14砂泥互層形成の謎を解くために,砂層(タｰビダ

イト)の表面をたわしとバケツを従ってみがきま

しょう!さすが100万年前のタｰビダイトは,少し

固いな一(地点C).

ために表面が黒っぽいか表面が酸化してやや赤っ

ぽくなった砂層と,かなり固結し灰色かもしくは透

水性が悪いために乾いて表面が白っぽくなったシ

ルト岩とが,何回も何回も上下に重なってできたき

れいな幾何学的縞模様が観察されます.このよう

に同じ2種類の地層が上下に何回も重なっている

ことを互層している(あるいは互層を形成している)

といい,このような岩相(地層が集合している場合

の全体の特徴)を互層といいますが,この場合,砂

層と泥層が互層していることから砂泥互層あるい

は砂岩泥岩互層といいます.

つまりこの養老川沿いのルｰトでは,北に緩く傾

いた砂泥互層が厚く上下に重なっているようすが

観察できるわけです(第2図).それでは,こうした

砂層と泥層が何回も繰り返し重なってできている

写真工7権ヶ瀬層の砂勝ち砂泥互層をバックにハイ.

チｰズ!

写真15かつての弘文洞跡.弘文洞跡の崖に

は,犬田代層の泥勝ち砂泥互層が発達

しています.

写真16飛び石づたいに養老川を横断しましょう.

砂泥互層はどのようにできたのでしょうか.その謎

は,砂層のなかに隠されていることから,ここでは,

養老川沿いの一地点(ルｰトの始まり付近)で,班

ごとに砂層の断面を用意してきたたわしとバケツ

を使ってみがいてみることにしました(写真14).暑

いときなので,このような水を使っての作業にはも

ってこいといえます.

砂層の表面を基底からトップまで丹念に磨いた

面を観察すると,遠くからみていると直線的なよう

に見える砂層と下位の泥層の境界も,よくみると下

位の泥層を直上の砂層が削りこんでいるような現

象がところどころでみられます.また削られたとお

もわれる泥層の塊が砂層のなかに浮かんだように

散在しているのが観察されます.また砂層の最上

部には,木片のような小さな破片が並んで,何か流

れの跡を示すような模様(葉理といいます)が観察
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されます.ところが泥岩層の断面(表面)にはこの

ような現象はみられず,均質です.これらの事実か

ら,砂層は泥層がたまっているところへ流されてき

てたまった(堆積した)こと,こうした砂層を運搬し

てきた流れが間欠的に何度も起きでこのような砂

泥互層が形成されたのではないかという結論が得

られました

実は,このような大量の砂の粒子を運搬し,堆積

する流れが,世界中の海底で太古の昔から存在し

て,その結果,このような砂泥互層からなる地層が

世界のいたるところにあることがこれまでの研究で

わかっているのです.このような流れをタｰビディ

ティｰ･カｰレント(日本語で混濁流とか乱泥流とい

っています)といい,このような流れによって堆積

した堆積物(砂層)のことをタｰビダイトとよんでい

るのです.養老温泉郷の養老川沿いでみられる砂

層は実はみなこのタｰビダイトなのです.このあた

りの地層は,最近の年代学的研究により,約100万

年前に形成されたとされていることから,たわしで

こすりながら,100万年前のタｰビダイト砂層と会話

をしたことになります.

たわしとバケツによるタｰビダイト砂層の観察を

終えたあと,いよいよ遊歩道沿いに歩いて行きま

すが,少し歩いたところに,かつての川廻しによっ

て人工的につくられた川のトンネルが,弘文洞とよ

ばれ名所になっていたのですが,最近トンネルの上

の部分が崩れて,今はふつうの支流の流入口にし

写真183班に別れて,いよいよルｰトマップづくりにチ

ャレンジです(見学地点D).クリノメｰタｰで進

行方向を読む練習する班や集まって打ち合わ

せをする班など,さまざまです.

2000年1月号

がみえない弘文洞跡で大田代層の泥勝ち砂泥互層

を観察しました(写真15).その後,養老川をコンク

リｰトの飛び石の上をひょいひょいと歩きながら3

回横断します(写真16).その間,蛇行河川に沿っ

て北に向かったり南に向かったりするために同じ

地層を何度かみながら歩いていくことになります

が,最後に厚いタｰビダイト砂層を主体とする砂勝

ち砂泥互層の崖のところに出てこの遊歩道も終わ

りとなります.この最後の崖の砂勝ち互層は,これ

までみてきた大田代層の上位に重なる権ヶ瀬層の

最下部にあたるところなのです.そこでこの崖をバ

ックに記念写真をとって,この遊歩道沿いの地層の

見学が終わりました(写真17).

この後,遊歩道の終点のすぐ近くの,あらかじめ

予約してあったお店で昼食を取るとともに,暑さで

疲れた体に一息入れることができました.

糾,地点D(第二目目午後)1地質図作成の基

礎,,ルｰトマップづくりにチャレンジしよ

う!

午前の養老川沿いでは,ルｰトマツブを見ながら

遊歩道沿いを歩きましたが,ルｰトマップがあると,

遊歩道沿いではどのような地層がどのように分布

しているのか,自分が今どの地層を見ているのか'

がわかって,地層を見学する上でルｰトマツブとい

うものが大変役に立つものであることを細ったわけ

ですが,午後はこのルｰトマツブづくりにチャレンジ

しようということです.

実は,ルｰトマップづくりは地下の地質の状況を

図化して示す地質図の作成のための最も重要な基

礎作業でもあるわけです.というのは,既に指摘し

ているように,ルｰトマツブを作成することによっ

て,そのルｰトにどのような地層がどのように分布

しているのかがわかります.ある地域のいろんなル

ｰト(沢沿いや遣沿い)のルｰトマップを作成し,地

形図のうえに写していくことによって,その地域に

どのような地層(あるいは岩石)がどのキうに重な

っているのか,個々の地層はどの方向にどれくらい

伸びているのか,などいろんな地質学的情報が地

形図上に集約され,それをまとめる形で地質図が

作成されるからです.

ルｰトマップづくりの場所に選んだのは,小糸川�
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写真19ここでクリノメｰタｰを使って地層の走向･傾斜

を測ってみましょう(第1班).

の凝灰岩鍵層が規則正しく何度も出現し追跡でき

ることから明らかにすることができるからです(第3

図).もう一つの理由は,車の交通量が少ないため

に道路上でも安全に作業ができるからです.もし沢

のなかでやった場合は,足下が濡れて涼しいのは

いいのですが,滑らずに歩くことに大部分のエネル

ギｰがとられて,地層を観察したりクリノメｰタｰで

地層の走向･傾斜を測るとか,進行方向をクリノメ

ｰタｰで測って歩数を数えながら進むとかいう作

業はほとんど不可能に近い上に,滑ってころんで

衣服をぬらすだけでなく,クリノメｰタｰが壊れたり,

さらにはけがをする可能性も十分あります.したが

って,車のあまり通らない安全な遺路上で練習する

ということが大変重要な要素になるわけです.

天津層は,今から1,300万年前～500万年前(新

第三紀の中新世という時代)に深い海で堆積した

泥岩を主体とする地層ですが,これらの泥岩中に

は,かつての火山噴出物である凝灰岩(タフ)が多

数含まれています.火山噴出物である凝灰岩は,

海底の広い範囲に瞬間的に堆積することから,追

跡できれば同一時間面として利用することができま

す.個々の凝灰岩単層は,色調や粒度(粗さ),厚

さ等に特徴があることから,泥岩中に挟在する特

に特徴的なあるいは目立つ凝灰岩とその上下に前

後して挟まれる凝灰岩単層を組み合わせることに

よって,広い範囲で確実に対比したり,追跡したり

することができるわけです.このように広い範囲で

追跡でき,同一時間面として利用できる凝灰岩

(群)のことを凝灰岩鍵層(あるいは鍵層凝灰岩)と

2000年1月号

写真20これが厚いスコリアから成るタトン･タフです.

ところで先生,タトンて何ですか?えっ,タトンて

知らないの一?う一ん,困ったな一.

いい,天津層の場合,これまでに100以上の凝灰

岩鍵層が設定されています.

野外調査などでは,鍵層名としていろんなニック

ネｰムを付けていますが,報告書や地質図などで

は,下からAm1,Am2,Am98などという地層名の

省略名(Amは天津層の省略名)と番号を合体した

公式名称をつけています.上下関係を知る上では

番号制は悪くないのですが,ニックネｰムの方が親

しみやすいので,野外調査では通常ニックネｰムの

方を用いていま≡す.このニックネｰムが,付けられ

ている鍵層凝灰岩から受ける印象(イメｰジ)とよ

く一致する場合は,大変覚えやすくいい名前いうこ

とになるのですが,鍵層が多いためにそのようない

い名前ばかりとは限らないのが実状です.今回ル

ｰトマツブづくりにチャレンジするルｰトでは,凝灰

岩鍵層の出ているところにはその名前が書いた札

が打ちつけてありますので,特にこれらの鍵層を捜

す必要はないようにしてあります.最初主だった凝

灰岩鍵層を見学したのち,いよいよ班ごとにルｰト

マップづくりにチャレンジということになりました.

ルｰトマツブづくりは,前夜の主催者側の打合せ

により,これまでの2班体制ではなく,1班増やして

3班体制でやることにしました(写真18).すなわち,

加藤氏を班長とする第1班,有田氏を班長とする

第2班,急速編成が決まった兼子氏を班長とする

第3班で,それぞれに高校生3～4名入っています.

各班には一つの画板と方眼紙が配られました.そ

してあとで各班の作品(1?)が比較しやすいよう

に,1cmを10複歩とし,北を上向きにしてルｰトマ�
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ップを描くことで統一しました.各班では,クリノメ

ｰタｰで進む方向の向きを測る人,歩数を測る人,

画板をもって方眼紙の上にルｰトやその他の情報

を書いていく人,クリノメｰタｰで地層の伸びの方

向(走向)と傾き(傾斜)を測る人に役割分担をして

ルｰトマップの作成を行うことになります(写真19).

もちろん,ときどき役割を交代しながらやっている

斑もありました.

今回練習する清和県民の森のなかの林道(渕ヶ

沢一奥米林道)の西側入り口付近には,紅サケ,チ

ョｰク,タトン,スコリア兄弟,紅一点といったよう

な名前のニックネｰムを有する凝灰岩鍵層を設定

しております(第3図).これらの名前は比較的よく

できたほうだと認識(自己満悦)していたのですが,

厚いスコリアにつけたタトンという名前の鍵層をみ

たときに,生徒からタトンて何ですかと聞かれて困

ってしまいました(写真20).世代のギャップにはい

写真21夜の勉強会1:加藤次長による活断層のお語.

写真22夜の勉強会2:世界各地の砂粒の顕微鏡観察..

指導するのは有田さん.

かんとしがたいものをこのときは感じて,説明しな

がら思わず苦笑いをしてしまった次第です.そうこ

うしているうちに,予定していた4時半ころには,ル

ｰトマップづくりの練習が各班とも一通り終わりま

したので,再びバスに乗ってこの林道を離れまし

た.

禍｡第二日目の宿｢国民宿舎清和｣:夜の勉強

会と花火

第二日目の宿である国民宿舎清和には夕方5時

頃到着しました.6時半から夕食ということにし,昨

夜時問不足のためにA地点で採集した貝化石のク

リｰニングと名前の記載が終わっていなかった人

は,玄関前の水場を使ってその作業のつづきを行

うとともに,残りの人はお風呂に入って一一膏､つくこ

とにしました.夕食終了後は,午後8時から再び勉

強会を行うために和室の会議室に集まりました.こ

こではまずその日の復習を簡単に行ったのち,加

藤次長より活断層のお話がありました(写真21).

そしてナウマン象の化石の話が兼子氏より簡単に

紹介されたあと,有田氏による顕微鏡を使った世

界各地の砂粒の観察の実地指導(写真22),加藤

氏による立体鏡を使った航空写真の立体視の実習

(写真23),ナウマン象の化石の観察と兼子氏によ

る説明(写真24)など,それぞれ適当にグルｰプに

別れながらの観察や実習が行われました.また午

後に3班に別れて作成した林道沿いのルｰトマツブ

の比較なども行いました(写真25).いずれも初め

写真23夜の勉強会3:航空写真の立体観察法の実習.

ここのところに活断層があるんだよ.指導は,加

藤次長.

地質ニュｰス545号�
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写真24夜の勉強会4:ナウマン象の化石にふれてみよ

う!象の歯って重たいな一.う一ん,一体どこの

骨だろう?真ん中で説明するのは,発見者の兼

子さん.

ての経験という生徒が多く,大変印象深い勉強会

になったようでした.そして一通り実習が終わった

ところで,今度は全員外に出て,用意してきた花火

に次々と火をつけて遊んだりまたスイカを食べたり

して,ひとときを楽しく過ごしました.生徒よりもは

しゃいでいた案内者もなかにはいたようですが(写

真26).

価.第三目目の朝

二日目の宿泊は,国民宿舎であるために,特に

朝の掃除はする必要はなく,朝7時半から食堂でバ

イキング式の朝食をとりました.そして8時半に宿舎

を出発して第三日目の最初の克学地点に向かいま

した.

17,見学地点E(第三目目午前):大規模な斜交

層理の発達した砂層(海底の砂丘堆積物)

を観察しよう!

バスは小糸川沿いを北上し,頂上にあるマザｰ

牧場などで知られる鹿野山の東山麓にある市宿

(いちじく)というところに行き,そこの砂利採石場

のところに9時頃に到着しました.ここが見学地点

Eです.このあたりをみまわしますと,あちらこちら

に大きな砂利の採石場がみられます.実は頂上が

352mほどある鹿野山は,ほぼ全山が未固結の砂層

(砂礫層)からできており,鹿野山の周りには大き

写真25夜の勉強会5:午後につくった班ごとのルｰトマ

ップの比較.みんな,似ているかな一?

写真26勉強会の後は,すいかを食べながら花火を楽し

みましょう.

な採石場があちこちに点在しているのです.この砂

礫層は上総層群市宿層とか市宿砂層と呼ばれてい

る地層で,今回この名前がついた地域の近くでこ

の砂層を見学しようというわけです.このように地

層の名前がついた地域･地点をその地層の模式地

といいます.通常その地層が典型的に発達してい

るところやよく研究がなされた地域の地名が選ばれ

ます.

採石場の大きな崖をよくみますと,恐竜が爪を

研ぐために引っかいたような模様が上から下まで

何段にも発達しているのがみられます.実は,この

模様がこの地点で観察しようという大揮模斜交層

理という堆積構造なのです.

こうした大きな斜めの模様(大規模斜交層理)

は,海底で海流などの強い流れがあり,上流から

堆積物の供給などがあるときに形成されるのです.

たとえば砂漠で強い風が吹き続けたときに大きな

2000年1月号�
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砂丘が風下に向かって移動することが知られてい

ますが,そうした砂丘を風の方向とほぼ平行に切っ

てその断面をみますとやはり同じような斜めに傾

いた面が規則正しく風下に向かって並んでいるの

が観察されますが,それと同じようなことが海底で

も起きているのです.すなわち,かつての海底に

発達した砂丘堆積物の断面を観察していると思え

ばいいでしょう.斜交層理を特徴づけている斜め

の面が下流側に傾くことから,その面を測ることに

よってかつての流れの向きを測ることも可能です.

この地層を研究した結果からは,かつての海流は,

鹿野山周辺で北向きから北東向きに流れていたこ

とがわかっており,海水面が上昇したときに,南方

から黒潮暖流の分流が流入してこのような大規模

斜交層理から成る市循層カミ発達したのだろうと考

えられています.

この地点では,まず大きな崖全体を眺めて,同

じ方向に傾く大規模斜交層理が何段にも重なる様

子を見学した後,崖の近くに行き,等身大ほどもあ

る斜交層理にさわりながら,砂の特徴を観察した

り,あちこちに散在する貝化石をとったりしました

(写真27).ここに産出する貝化万は,そこに棲んで

いたものではなく強い海底の流れで運ばれてきた

ものであるために,左右の2つの殻が分離していた

り,破片化しているものばかりであることを確かめ

ました.また,斜交層理を作っている砂層も粗い上

にパミス(軽石)やスコリアなどの火山物質が多い

写真27市宿層の大型斜交層理の観察(見学地点E).

強い流れよって形成されたかつての海底の砂丘

堆積物です.流れに平行な断面では,面が同じ

方向(下流側)に傾いています.

ことを観察しましたが,これは上流の供給源の物質

がそのような火山起源の物質に富んでいることを

示しています.

この見事な斜交層理の模様を眺めたのち,バス

は9時半過ぎに次の目的地に向かって出発しまし

た.

18,地点F(第三目目午前)1浜辺から沖合いへ,

そしてまた浜辺へ,太古の海ヘタイブしよ

う1

バスは小判11沿いの道を少し北上した後,右折

して小櫃川流域の方へと向かい,久留里線を越え

ると今度は久留里線に沿って北上,馬来田駅のと

ころで右折しました.このあたりは木更津市大字真

理谷というところで,下総層群の下部(地蔵堂層や

数層)の模式地があり,昔から貝化万の産地として

多くの研究がなされてきたところです.地点Fで

は,下総層群最下部の地蔵堂層の模式地周辺でこ

の地層を観察しようというわけです.

下総層群は,貝化石を多産する浅海成の砂層と

泥炭や砂礫層も挟在する淡水～汽水成の泥質層

が交互に繰り返す堆積サイクルから構成されてお

り,こうした堆積サイクルが始まるところをもって,下

位の上総層群との境界としています.したがって,

下総層群の場合,堆積サイクルごとに地層(累層)

名をもっており,地点Aでみた木下層は,下総層群

上部の堆積サイクルに対して名付けられた地層名

であるのに対して,地点Fでは,最下部の堆積サイ

クルである地蔵堂層を見学することができます.

F-a地点:海進期の堆積物.の観察

バスは最初の見学地点F-aのある木更津市泉谷

に10時半ころに到着しました.ここでは地蔵堂層

下部の泥炭を挟む淡水成～汽水成泥質層とその上

位に重なる海成貝化石群集を含む砂質泥層～泥

質砂層,そしてその上位に厚く重なるややシルト質

ながら淘汰のよい細粒砂層を観察します.小径沿

いに歩いていきますと,ゆるやかな坂道になってい

るために少しずつ上位の地層を観察していくことが

できます.

まず,新鮮な面では少し緑がかった色調を有す

る厚さ1m以上の灰色の泥質層の最上部に,黒色
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写真28濃褐色の泥炭層とその上位の泉谷化石帯(見学

地点正a).泉谷化石帯を含む厚さ1m前後の砂

質泥層～泥質砂層から下位の泥炭層に向かっ

て多くの巣穴生痕が伸びています.泥炭層を指

さしているのは,兼子さん.

写真卿泉谷化石帯の産状.2枚貝の殻が合弁状態で産

出するものも多い.

～濃茶褐色をした厚さ20cm以下の泥炭層を観察

することができます.その上位にはシャｰプな境界

面を経て,厚さ1m前後の淘汰の悪い砂質泥層～

泥質砂層が載っており,そこから,たくさんの砂管

(サンドパイプ)が下方の泥炭や泥質層に向かって

伸びているのが観察されます(写真28).この淘汰

の悪い泥質砂層中には多くの貝化石が含まれてい

写真30地蔵堂化石帯の模式地(見学地点トb).最近,

大雨による崖崩れにより,コンクリｰトでカバｰ

されてしまい,現在は一部のみが地窓風に開け

られて観察できるようになっている.崖の上部

の火山灰鍵層J4の位置を示すために,元気な

荒木さんが崖の途中まで登っている.

ますが,よくみると,2枚の左右の殻が引っ付いて

いるものも多く,これらの化石がほぼ生息時の環境

下で化石化したことがうかがわれます(写真29).

この貝化石群集は泉谷化石帯として昔から有名で,

じつはこの露頭はその模式地であるわけです.

ここでは,ゆっくりとした登り道になっている小

経沿いに上位に堆積環境が深くなっていく海進期

の堆積物を見学したのち,バスのところに戻り,次

は最大海進期に形成されたと考えられる地蔵堂層

中部を見学するためにF-b地点へと向かいました.

バスは少しもどったところで小さな尾根を越えて

隣の谷筋に移り,まもなく木更津市地蔵堂の地点F-

bに到着しました.

地点F-b:最大海進期の堆積物の観察

地点F-bの一帯は,地蔵堂層の模式地であると

ともに,この地点は地蔵堂化石帯という有名な化

石帯の模式地の屋として長い間親しまれてきたと

ころです.ところが最近,この崖を含む周辺で大雨

による崖崩れが発生したために,崖崩れ対策の補

強工事とともに,崖の表面がコンクリｰトで覆われ

てしまうというバップニングがあったのですが,関

係者の努力で最も重要な部分のみ,地層や化石観

察用の四角い地窓を開けることになったということ

です(写真30).

三こでは,縦に細長い地窓の下部と上部に2枚
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写真31J3火山灰層とその上位の地蔵堂化石帯.白い

部分は,貝･腕足類･単体サンゴなどの化石.

写真32

約40万年前のビｰチ堆積物(見学地点}c).砂

鉄質の平行葉理が特徴です.じっと耳をすまし

ていると,昔々の波の音が聞こえてくるかもしれ

ません.

の火山灰鍵層(下位のJ3と上位のJ4)が挟まれて

おり,この2枚の火山灰層の間の粗粒な砂層のなか

に,貝化石を初めとする小型の化石が密集して産

出しており,地蔵堂化石帯とよばれています(写真

31).地蔵堂化石帯には,ビロｰドタマキガイ

(Glys1㎜erfsρ11sbryf)一ヒヨクガイ(Cr〃foρec亡e刀

yes1㎝1osus)の貝化石群集のほかに,サンゴ,コケ

ムシ,腕足類なども多数産出し,下総層群のなかで

は,貝化石群集としては,最も生息深度が大きく,

最も古水温の高い亜熱帯的な群集であるとされて

います.

地蔵堂化石帯を含む堆積物は,上下の地層に比

べて,最も深い水深のときに形成された可能性が

高いと考えられることから,最大海進(期)の堆積

物とみなすことができます.

ここでは,道路沿いのコンクリｰトのカバｰの中

に人工的に作られた地窓でJ3,J4の火山灰を確認

したり,地蔵堂化石帯を観察したのち,横脇の竹薮

に通じる小径沿いの崖で再度火山灰層J4を観察し

たり,その上位の厚い細粒砂層を観察したりした上

で,道路にもどり,今度は歩いて次のそして最後の

見学地点のF-cに向かいました.

地点F-C1海退期の堆積物の観察

この地点は,木更津市丹原に向かう道路を登っ

て行き,途中竹薮の中の小径を歩いていったとこ

ろにある竹薮のなかの小さな露頭です.ここでは,

地蔵堂層の最上部の地層,すなわち上位の数層と

の境界部を見学することができます.地蔵堂層の

最上部には,平行な黒い縞模様の発達した砂層か

らできており,その上位には海岸砂丘などの内側

にある塩水湿地すなわち陸の環境下で形成された

泥層が載っています.

地蔵堂層最上部の砂層にみられる白黒の縞模様

のうち黒い縞は,よくみると炭質物ではなく砂鉄質

鉱物からできています.こうした砂鉄質の平行葉理

は海岸(ビｰチ)の環境,すなわち寄せ波と引き波

がいったりきたりする前浜や暴風時に大きな波が

海岸の内側まで押し寄せたときにできる後浜で形

成されたものなのです.すなわち,最大海進期に

最も深くなった環境は,海水面g降下と堆積物に

よる埋積により,急速に浅くなり,ついには,ビｰ

チを経て陸の環境へと変わっていき,一つの堆積

サイクルが終了するに至ったのです.砂鉄質の黒

色平行葉理はかつてのビｰチを表す模様(堆積構

造)であるわけです.このように上位に向かって堆

積環境が浅くなる,あるいはより陸側の環境に変化

する堆積物を海退期の堆積物といいます.

生徒たちはビｰチ堆積物の表面を削りながら,

この堆積物のできる環境についての説明に聞き入

っていました(写真32).このサイエンスキャンプ99

に参加した生徒には,40万年前のビｰチの波の音

が聞こえたかもしれません.
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､9｡昼食と修了証書の手渡し

最後の見学地点F-c地点の見学を12時過ぎに無

事終了し,バスの地点にもどって,昼食を予約して

いるドライブインヘと向かい,予定通り12時半ころ

到着しました.ここの特別予約室で前もって希望を

聞いておいた昼食を早速食べたのち,参加した生

徒一人一人に修了証書どおみやげが渡されました

(写真33,34).有田統括研究調査官からは,この

証書は;大学の推薦の際にも大変有効な可能性が

あるので大事にとっておくようにというコメントがあ

りました(ほんとかな?と誰牟がいっていましたが,

あくまでひとつの可能性です).これで今回予定し

ていた行事はすべて終了したので,あとは木更津

駅に行って,みんなを見送るだけということになり

ます.1時過ぎにこのドライブインを出て,バスは一

路JR木更津駅に向かいました.

20.JR木更津駅解散

JR木更津駅には,予定の2時よりも早く,1時半

過ぎに到着しました.ここでバスから荷物を降ろし

たあと,本キャンプの代表担当者である湯浅産学

官連携推進センタｰ長から生徒たちに締めくくりの

あいさつがあり,そのあと記念撮影を行ったあと,

解散となりました(写真35).バスはその後つくばに

向かい,午後5時前につくばの地質調査所にもどっ

てきました.

写真33

サイエンスキャンプ'99の修了証書の手渡し.渡

すのは加藤次長,受け取るのは,今回最も遠い

福岡から参加した村上君.

写真35湯浅氏によるサイエンスキャンプ'99の締め括り

のあいさつ(JR木更津駅).

写真34地質調査所から参加した生徒たちへのおみやげ

の説明.説明しているのは,このサイエンスキャ

ンプ'99が地質調査所での最後の仕事となる吉

田さん(右端の立っている人).長い間ご苦労様

でした.その左は,(財)日本科学技術振興財団

の濱野さん.左端後方は,やはり事務方として

参加した広報係長の河村さん.

2コ､あとがき

高校生を対象にしたサイエンスキャンプは,夏休

みの期間中といっても,夏休みの初めや終わりの

時期には学校で補習がある場合が多いことと,また

宿泊客や移動客が多いお盆の真っ最中やその前後

も避けるとなると,どうしても8月上旬実施というこ

とになります.ただこの時期は海水浴の盛りの時

期であるために,海岸の混雑とその付近の道路の

渋滞がひどく,この時期はできるだけ海岸に寄らな

いコｰスが中心になってしまいます.今回も前回に

引き続き内陸部中心のコｰスになったのはこのよ
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うな事情によるものです.その結果,前回とほぼ同

じコｰスになってしまいました.参加する生徒は変

わるのでそれでもいいのですが,露頭のきれいな

海岸には近寄れないとカ㍉川歩きに慣れていない

生徒を連れて川のなかをじゃぶじゃぶ歩くわけに

は行かないとか,マイクロバスで問題なく行けるル

ｰトでないといけないとか,いろいろと実施上の制

約も多く,その結果選択の幅があまりないというの

が実状かもしれません.

今回は,前回に比べて一回り小さいバスを使っ

たために林道沿いの移動には,余裕がありました.

ただ,前回のように第一次志望者が15名あったよ

うな場合には,このバスでは少し厳しいかもしれま

せん.

ところで,この何年間か地質調査所の各種の広

報活動の事務方の核として活躍し,このサイエンス

キャンプについても,地質調査所の第1回参加時以

来事務的業務を支えてきた前統括研究調査官付調

査専門職の吉田朋弘氏は,実はサイエンスキャンプ

'99直前の8月1日をもって,工業技術院成果普及広

報課広報班広報係長となりました.しかしこれまで

の準備業務を一手に担当してきた関係上,サイエ

ンスキャンプ'99が終わるまでは地質調査所の業務

課併任ということで,そのまま事務業務の担当とし

て,参加してもらいました.'まさに今回のサイエンス

キャンプ'99が,吉田氏にとって地質調査所での最

後の業務ということになりました.長い間大変ご苦

労様でした.今回のこの報告でも,吉田氏が撮影

した写真が多数使われています.吉田氏のように,

事務方の献身的な支えと協力があって初めでこの

ような行事が無事に遂行されうるといえるでしょう.

これまでの経験を今後の新しい職場でも是非活か

していただきたいと思います.

最後に,今回のサイエンスキャンプ'99に参加さ

れた高校生の皆さん,暑いなかご苦労様でした.

参加しようと決めた皆さんのチャレンジ精神に大き

な拍手を送りたいと思います.今後も,こうしたチ

ャレンジ精神を忘れず,それぞれの道でがんばって

いただきたいと思います.ファイト!ファイト1です

ね.機会があれば,また地質調査所の方にお寄り

ください.また,質問･意見･感想･相談等あると

きはいつでもお寄せください.こ.れからも,みなさん

の友達や後輩が参加することを期待しております.
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